
３学期、心新たに
みんなでがんばった！ ２年 中平 詩歩さん

なかひら し ほ

２学期は、いろいろな行事ができてうれしかったです。特に思

い出に残っているのは、大岡山登山と学習発表会です。大岡山で

は、１年生といっしょに登りました。登ったりおりたりするのは

大変だったけど、おいしいお弁当がまっていたので、がんばって

登りました。

学習発表会では、「しんせつ戦隊２ネンジャ－」をしました。

大きな声でせりふを言えました。ほかの学年もすごかったです。

勉強でがんばったのは、九九です。むずかしかったのは７の段

と８の段と９の段です。テストは上から、下から、どこからでも、

がありました。１５秒で言うのできんちょうしました。でも、合

格できてよかったです。はじめはむずかしかったけど、ずっとや

っているとおぼえられて、どんどん楽しくなってきました。

みんなで、むずかしかった７の段を言います。

２学期は、楽しかったこと、がんばってことがたくさんありま

した。３学期は、漢字をもっともっとおぼえて、いろいろな漢字

を書けるようになりたいです。

私の挑戦 ６年 秋葉 優来さん
あき ば ゆ ら

今年は小学校最後の一年なので、私はいろいろなことに挑

戦することを目標にしてきました。２学期は、次の二つのこ

とに挑戦しました。

１つ目は、運動会の応援団です。私は、４年生の時から応

援団をしてきました。去年の６年生が組をまとめているのを

見て、今度は私が組のみんなをリードしたいと思い、応援団

長になりました。どうすればみんなが話を聞いてくれるのか、

どう言えば振り付けをわかりやすく伝えられるのかなど悩み

ましたが、最後には応援団みんなでまとめることができました。

２つ目は代表委員です。月目標の取組やクラスで相談したいことがあるときに、話し合いを進め

ました。具体的に何を話し合ってほしいか考えて、みんなに伝えるのが大変でしたが、何度も経験

するうちに、うまく伝えられるようになったと思います。

このほかにも、被爆ピアノ平和コンサートでのあいさつや学習発表会のアナウンス係などの役割

にも立候補しました。話すことを考えたりすらすら話せるように練習したりするのは大変でしたが、

どちらも大勢の人の前で話をする力が付いたと思います。

春には中学生になるので、これからもいろいろなことに挑戦して、成長していきたいと思います。

令和３年1月６日発行 声と心を響かせて

令和２年度 楯山小学校だより 「よりよい学校を目ざして③」 ＮＯ．９ 文責 神保 由美

回覧・家庭用

２年生全員で７の段に挑戦！



保護者アンケートの結果から～part３～
前号に続き、「自由記述」にご記入いただいた内容についてお伝えします。今後とも、教育活

動に対するご理解とご協力を、よろしくお願いいたします。

【友達関係について】
「同じ問題が繰り返し起きていることがあるように思えます。」「けがが多くなっています。」

「友達とのトラブルについて、先生にも入ってもらっている。これからもよろしくお願いします。」

ご心配をおかけしています。相手の気持ちや行為の結果を予測する想像力や、衝動に負けない自己コン

トロール力は、人の中で生きていくための大切な力です。子どもの心の理解に努め、よい関係を保つ力

を育てられるよう繰り返し指導していきます。また、ご家庭との連携に努めます。

【コロナ対応】
「消毒液の配置、こまめな換気など安心して学べる環境づくりに感謝しています。お疲れ様です。」

同様の声をたくさんいただきました。マスクや水筒の準備、毎朝の検温など、ご家庭の協力があってこ

そのコロナ対策です。本当にありがとうございます。３学期も油断せず、感染防止と免疫力アップに努め

ていきます。家族が家庭で過ごす時間が増え、早寝・早起き・朝ごはんの生活リズムや、ゲーム・You T
ube視聴等メディア使用の約束づくりなど、家族全員で健康づくりに取り組むチャンスではないでしょう
か。難局を逆手に取り、心身ともに健康な体と一生物の生活習慣をみんなで手に入れましょう。

【様々な疑問、要望について】
「連絡帳やノートの買い換えについてなどわからないことがあり、入学時に説明があるとよかった。」

「（頭の）けがをしたときの対応について。」

「運動会のリレーは赤、黄、緑、青だが白がないのは？」

「サイクリングクラブの天候判断について、判断基準やメールでのお知らせがあるとありがたい。」

「一人一人の子どもと、もう少し密に接してもらいたい。」

「子どものよい面を伸ばしながら、悪い面を正すような声がけ、フォローをしてほしい。」

「もっと厳しく指導してほしい。注意されないのをいいことに嫌なことはしない、忘れ物をしても大丈

夫、提出物も出さない…が定着している。家庭でも気を付けます。」
「悪いことは悪いと、どんどん指導してほしい。」

・１年生保護者の皆様には、学級懇談やＰＴＡ総会等の機会もなく学校生活が始まり、戸惑いを感じら

れたことが多かったこととお詫び申し上げます。疑問な点は連絡帳やお電話等でいつでもお尋ねくだ

さい。困った、迷った点などもお寄せいただければ、今後に活かしたいと思います。

・転倒などで頭を打った、目や耳を打撲した等の「首から上」のけがについては、「緊急連絡先」の優

先順にご家庭にお電話し、受診をお願いしています。けがの程度にもよりますが、ご記入いただいた

優先順が祖父母の方などが先で、連絡がついた場合は、その方から保護者の方にお知らせいただくこ

とになります。このような点についても、新入学時にご説明していくようにします。

・リレーのビブスやバトンの色が、はっきり色が付いていた方が間違いにくいためです。

・サイクリングクラブについては、前日のうちに判断し連絡するようにします。

・担任と子どもが関わり合う時間の確保、信頼関係づくりにいっそう努めます。

・「ならぬことはならぬ」を毅然として諭すことに加え、よさもきちんと言葉にして褒める、直すべき

ことはスモールステップで一歩ずつ、ということをご家庭とともに続けていきたいと思います。

【信頼の声に応えられるよう、力を尽くします】
「学童に通っていることもあってか、上級生との関わりも多く、気軽に名前を呼んでくれたり遊んでくれ

たりする子が多く、楯山小の魅力だとうれしく感じています。」

「運動会などの行事で子ども達は約束事を守り元気に取り組んでいて、指導があるからと感じます。」

「困ったときにすぐ先生に相談できると話しており、見守っていただいていることに感謝しています。」

「担任の先生に信頼して相談ができ、学校と家と連携して対応を進められ感謝しています。

「楽しく通学し、クラスみんなと良い関係で授業に取り組めており安心しています。」

「朝、登校時に校長先生が校門に立ってくださること、いつもありがとうございます。」

「いつもありがとうございます。今後ともよろしくお願いします。」

ありがとうございます。込められた期待や願いを胸に刻み、信頼される学校づくりに努めていきます。


